
政策 12 学校教育の充実

政策 12 学校教育の充実

学校協議会により地域住民から意見を
聞くなど、学校と家庭・地域との連携を
強め、地域の特色を生かした学校づくり
を推進。

・各学校において学校協議会を開催し、地域や保護者の意見を取り入れた学校
経営を行う。
・各学校の自主性・自律性を高め、特色ある学校づくりを進めるため、校長に事
務権限を移譲していく。
・専門的な技術力や指導力を持つ地域の人材を部活動の指導に招き、部活動
の充実と開かれた学校づくりを行う。
・地域活動の支援のため、地域活動団体へ小学校施設の貸出を行う。

施策における目標
教育環境の充実と子どもたちが安心して教育活動ができる、安全な施設設備の整備・充実を図ります。

・耐震診断を行い、その結果に基づき学校施設を改修するとともに、老朽化した
学校施設の整備・改修や安全で快適な教育施設の整備に努める。
・耐震診断結果に基づき、第一中学校の校舎の建て替えを行う。
・小中学校の事務処理用にコンピュータを導入し、個人情報の管理を徹底する。
・給食メニューの豊富化を図り、食育にもつなげるため、学校給食設備の整備・
充実を行う。
・小中一貫校開設や既存通園通学区域のあり方を審議する。

子どもたちが安心して活動できる施設
の整備や教育用コンピュータ等、教育
環境の整備充実。

第２期実施計画における総評
・各学校において学校協議会を開催し、地域、保護者の意見を学校経営への参考とすることができた。
・「総合的な学習の時間」における地域との協働授業は60数％であるが、教科や他の教育活動においても地域との協働
は進んでおり、学校と地域とのかかわりは今まで以上に深まってきた。

施策42 教育環境の整備充実

第２期実施計画における総評
・教育用コンピュータの配置、高速インターネットへの接続等、IT環境整備を図った。
・電子メールが操作できる児童・生徒の割合やコンピューターを利用して指導できる教員の割合が順調に伸びてきた。
・不審者侵入等に対する安全対策については、平成17年度までに止々呂美を除く全ての小学校に、オートロックシステム
を設置した。
・平成17年度から、大阪府の補助金を活用して全小学校に警備員を配置した。

施策41 開かれた学校づくり
施策における目標
学校、家庭、地域が一層連携・協力し、特色ある学校づくりを進めます。

想定される主な取り組み施策概要

施策概要 想定される主な取り組み
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